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緒 言

前編に於て著者は,結 核感染動物の病変を伴う淋

巴腺及び脾臓に相当強力な溶血性物質が抽出された

事を報告し,更 に本溶血性物質は破壊された組織に

於けるレシチンの分解に依つて生ずるリゾレシチン

及び不飽和脂酸と想像される事を述べた.本 編に於

ては溶血価を指標としてアセ トン不溶性溶血物質の

精製を試みた結果に就いて報告する.対 象として白

米より抽出したリブレシチン結晶を用いた.

実 験 方 法

1)実 験材料

合計30匹の海〓に人型毒力菌H. 37 RV株4mg

を両側下腹部皮下に接種して6～8週 目に屠殺し,

病変著明なる淋巴腺140g,脾 臓170gを 得た.

2)精 製方法

第1編 で述べた方法と同様な操作に依り之等から

エタノール可溶,ア セトン不溶の物質を抽出.こ の

物質10倍量の70%エ タノールに溶解し,多 量のエー

テルを加え分液濾斗で振 り冷室中に放置すると2層

に分れる.下 層多取りこの操作を数回反覆 した,エ
ーテル不溶部を集め

,減 圧乾燥させ無水アルコール

にて抽出.抽 出液に50%塩 化 カドミウム水溶液とエ

タノール等量混合液を滴下し沈澱が生じな くなる迄

加えた.遠 沈して沈澱をクロロホルムに懸濁 させ15

%ア ンモニアアルコールを滴下 し,カ ドミウムを

Ca(OH2)と して沈下させた
.遠 沈して沈渣を除き

可溶部を乾燥.之 を数回繰り返し得られた物質を無

水アルコールに溶解して乾燥器中で低温乾燥し淡灰

白色針状の結晶を得た.

第1図　 溶血性物質の精製

エーテル可溶部は蒸発乾固すると黄褐色の粉末が

得られた.

3)白 米中のリゾレシチン抽出方法

白米1.5kgを エタノールで抽出,之 を濃縮し抽

出物中のエーテル可溶部を分離させ,残 つた液に塩

化カ ドミウム温アルコール溶液を加え,沈 澱をクロ
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ロホルムに溶かしアンモニアアルコール液を加えカ

ドミウム塩を除き乾燥して リゾレシチン結晶3gを

得た.(岩 田の文献参照)1)

4)溶 血価測定方法

先きに平尾が白米中のリゾレシチンの溶血価を測

定したと同じくKofler4)の サ ポニンの溶血測定方法

を多少改めて用いた2).即 ち家兎血液10mlを 脱繊

維素して血球を生理的食塩水にて洗滌 したる後,生

理的食塩水を加えて10mlと し たものを原血球浮

游液とす.原 血球液の2%生 食浮游液を1ml宛10

本 の試験管にとつた.次 に第2図 の如く被検物質の

生食溶液及び生生理的食塩水を順次加える.被 検液

の濃度は予め一定量の被検物の水溶液一定量を1ml

第2図　 溶 血 価 測 定 法

の血液にピペ ットにて滴下し,滴 数に依つて大体の

溶血力を知つて定めた.観 察は38℃ に1時 間,次

に氷室中に24時 間置いて検した.溶 血価は完全溶血

を起す最初の試験管中の被検液の濃度を以て100を

除 したる価を溶血価とした.

実 験 結 果

1)抽 出物の性状

抽出精製して得られた物質の量は,淋 巴腺からの

ものは約83mg,脾 臓 からのものは約98mgで あ

つた.そ の性状淡灰白色針状の結晶で,水,エ タノ

ール,メ タノール,ク ロロホルム,温 ピリヂンに可

溶,ア セ トン,エ ーテルに不溶で,水 に溶かして加

温すると激しく泡立つ,フ エノールフタレンに依つ

て中性反感を示す,之 等の性状は米から抽出したリ

ゾレシチンと極めて類似している.

2)溶 血価

各被検物質の溶血価は第1表 に示した,エ ーテル

不溶部からの抽出物は何れも18万倍の溶血価を示し,

米から抽出した リゾレチンの約1/2の 溶血力である.

エーテル可溶部は1.200倍 の溶血価を示したが之は

おそらく脂酸或はリゾレシチンの混入している為と

思われる.

第1表　 精 製 溶 血 性 物 質 の 溶 血 価

(Koflerの 法に 依 る)

考 按

結核性病竈から抽出されたアセ トン不溶性の溶血

性物質はリゾレシチンである事はほぼ確実と思われ

るが著者は本実験に於て溶血価及び化学的性質を指

標にして更にそれを精製した.そ の結果精製物質は

18万 倍の溶血価を示 し,前 編で述べたものの約20倍

の溶血力を示した.又 この価は白米より抽出したリ

ゾレシチン結晶の溶血価に比較 して稍々ひくく

約1/2程 度であるが,先 に吉岡3)が淋巴腺,脾 その

他の臓器を孵卵器内で自己融解させて得たる.ものと

略々同程度である.こ の事から考えると本物質は組

織の自己融解に依つて生じたリゾシチンである事は

明かである.
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結 論

第1編 に於て結核病竈中に発見された溶血性物質

を精製して行くとその溶血性が10倍 迄高められ,針

状結晶物として折出され白米からとられた リゾレシ

チンと比較し之が組織破壊に依つて生 じた リゾレシ

チンである事を確定 した.
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In the first paper the author reported that in the course of tnberculous infection a fairly 

large quantity of hemolytic substances were produced in the organs
, especially in lymph nodes 

and spleen. In this paper the author reports the studies on the chemical nature of them
. 

Dissolving the browhish viscous stbstance from the aceton insoluble fraction in pure ethanol
, 

the substance was precitated as the Cd-salt by adding cadomium chloride solution
. Precipitant 

was dissolved in chloroform and removed Cd by centrifugation after adding ammonium alcohol
. 

The supernatant was dried and dissolved in pure ethanol . By drying again under a low 

pressure white needle-like crystals have been obtained. This substance proved to hemolyze 

completely the rabbit erythrocytes suspended in the saline solution in the concentration of 

55•~10-5% . Comparing these crystal forms
, hemolytic activity and the solubility in the 

organic solvents with those of the pure lysolecithin obtained from the rice grain
, it is proved 

that these hemolytic substances are nothing but lysolecthin
. The substance from the aceton 

soluble fraction is fatty acids produced by the decomposition of lecithin
.



4382 小 林 実

小 林 論 文 附 図

(1)脾 か ら 抽 出 し たLysolecithin結 晶

(2)白 米 る ら 抽 出 し たLysolecithin結 晶

(3)淋 巴 腺 か ら 抽 出 し たLysolecithin Cadmium塩 結 晶


